
生徒が社会事象を多面的 ･多角的にとらえるための

新聞活用のあり方

長野県木曽郡上松町立上松中学校 岩 原 茂 樹

1.実践の概要

(1)平成12年度の活動

平成12年度は､①生徒が社会事象に関心を持っための新聞活用のあり方､②資料活用

能力の育成､③資料の多面的 ･多角的活用のあり方を求め､主に社会科 3学年 [公民的

分野]で実践をすすめた｡

地方自治の単元では､長野県知事選にスポットを当て､生徒一人ひとりが､新聞に掲

載された各立候補者の第一声や公約､遊説などの記事を持ち寄った｡これからの県政に

大切なことやその理由を話し合った授業後の感想には､｢自分自身にもかかわりのある

こともあった｡もう少し新聞を読むようにしなくちゃ｣｢新聞を読むようになった｡20
歳になったら､もっと選挙に関心を持ち､慎重に投票したい｣等が書かれていた｡

また､経済の単元では､新聞の株式欄を活用して〝株式学習ゲーム〝 を行い､株価の

変動を新聞記事の様々な角度から読み取ることで､社会の動きに関心が向くようになっ

た｡

(2)本年度 (13年度)の取り組み

① 生徒会図書委員会の活動

本校の図書委員会では､従来から学校でとっている3社の新聞をバインダーに綴 じ

図書館に置いて､生徒が自由に閲覧できるようにしている｡ 本年度はそれに加えて､

読書旬間中に､〝切り抜き速報〝 のコーナーを設け､話題となった ｢同時多発テロ｣

｢狂牛病｣等の記事をはり出した｡記述内容や見出しのつけ方のちがい､写真や地図

等､新聞各社の特色を比較することもでき､社会の出来事とともに新聞そのものに関

心を持っ生徒も増えてきた｡

② 平和学習の実践 (3学年学級担任の実践)

平成 13年度の3年生は､修学旅行で奈良 ･京都に加え､広島まで足をのばすこと

になった｡ 1年時からの計画であった｡ 3月の下見で得た資料 (ビデオ等)から､本
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格的に平和学習が始 まった｡

【平和学習の展開】

学 習 内 容

第 1時 ･修学旅行の日程の説明､下見ビデオの鑑賞
･映画 ｢夏服の少女たち｣の鑑賞

<感想> いよいよ修学旅行の学習が始まった○早く行きたいo ヒロシマ

のビデオはとてもかわいそうだったo

第 2時 ･平和学習① 平和 .環境教材集 平和文化編より

<感想>

･原爆はその時だけのものではなく､いつまでも被爆者を苦 しめるという

のが怖いと思ったo

･原爆の被害が予想以上だったので驚いたo

第 3､4時 ･平和学習② 平和 .環境教材集 平和文化編より
｢ヒロシマ原爆と気象現象｣

第 5､6時 ･調査学習①
･広島平和記念公園について､各自でル-ズリ-フにまとめるo

第 7-9時 ･調査学習②
･各自で調べたいテ-マを決めて個人で調査し､ル-ズリーフにまとめる○

第10､11時 ･同じテーマを持つ者でペアになり､用紙にまとめるo

第12時 ･発表会 (読み合わせ)

10月5日■(金) 修学旅行 (広島)原爆資料館見学､被爆者の体験を聞く○



【調査学習 生徒が調査したいと考えたテーマ】

･戟時下の広島と上松について

･原爆､ ミサイルについて

･きのこ雲について

･放射能や病気について

･原爆が落ちたときの人々の様子 ･広島の様子

･平和の火について

･なぜ広島が選ばれたか

･原爆 ドームについて

･広島の原爆の被害を自分の町で考える

【調査学習の方法】

･図書館の本や百科事典での調査

･ヒロシマについての資料集

(下見の時に入手 したもの)

･新聞記事

･インターネット

【成果と課題】

･全体学習でヒロシマや原爆について基本的なことをまとめたことで､次に自分が調べ

たいことを決めだすきっかけになったと思われる｡想像を越える被害に驚き､さらに

調査したいことへ結びっいていった｡

･夏休み中の新聞記事に注目し､調査やまとめに活かせた｡また､｢戦争は怖い｣｢絶対

にいけない｣｢とても苦しく､悲しい思いをしたんだ｣などの感想とともに､平和へ

の願いや尊さを考えることができた｡

･社会科での新聞記事の発表の際にも､戟争や平和に関わる記事をとりあげる生徒が増

えてきた｡

③ 社会科学習における実践

【毎日の学習で】

･前日か少なくとも1週間前までの新聞記事の中から､心に残った記事を毎時間2

名ずっ当番制で発表する時間をとった｡発表内容は､記事の期日､新聞名､見出し

と記事の概要､感想の4点にしぼり､時間は5分程度とした｡

･地理的分野､歴史的分野､公民的分野で､新聞記事や写真 ･図 ･グラフ等を適宜

活用した｡

【3学年公民的分野での実践】

･本年度は､｢夫婦別姓の問題｣と ｢平成 14年度予算｣を取 り上げ､ディベー ト

学習を試みた｡(後に記載)

2.新聞の配置と整理の方法

新聞7紙を､午前中は職員室に置いて職員が授業等で活用できるようにした｡午後から

数日間は､ 3年生教室横の廊下 (オープンスペース)に設置したNIEコーナーに置き､

生徒が自由に閲覧できるようにして､生徒の希望があればコピーして渡せるようにした｡
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コ-チ-には常に数日分の新聞があり､古いものから順に月別､新聞別に整理 ･保管する

ようにした｡

3.実践の内容 - 3学年公民的分野での事例-

(1) 単元名 家族生活と人権

(2) 目 標

① 現在の家族生活を支えている民法の規定について理解させる｡

② 現代の家族の特徴や問題点について考えさせる｡

(3) 単元展開

時 学 習 活 動

第 1時 家族についての憲法や民法の規定について､考え方や内容を理解するo

第 2時 現代の家族の特徴や問題点をつかみ､ディベートの準備をするo

資料の収集やまとめをするo

(4) 本時案

(丑 単元名 夫婦別姓問題を考える

② 主 眼

夫婦別姓問題を知った生徒が､自分たちで調べた資料をもとに､夫婦別姓賛成 ･

反対の立場でディベー トを行うことを通 して､様々な角度からとらえて考えを深め

ることができる｡

③ 本時の位置 (3時間扱い中の第3時)

<前時> 現代の家族の特徴や問題点を理解 し､ディベートの分担 ･準備をした｡

④ 指導上の留意点

･自分の考えを述べるときは､根拠となる資料を明示させる｡

･各論の説得力を高め討論を深めていくために､反駁の前に作戦タイムを設定する｡
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⑤展 開

学習活動 生徒の意識の流れ 指導 .評価 時 備 考

導入＼展開＼終莱 1.ディベートの ･やり方､時間､分担 ○ 進行の生徒に手順 53456 ･ディベー ト

手順や論題を確かめ畠OrB若さ芸 等が確認できた○ を説明させる○○ 進行計画にしたが の進行計画･エンデスカード･根拠 となる

婦 別 姓 を認 め る l

2.ディベートを ･[肯定派 ]

/->イ丁つo(1)立 論J ･愛着がある〇･一人っ子同士の結婚したらどちらかの家の姓が消えてしまうo つてすすめさせる○○ 状況により､補足

(作戦タイム) ･夫の｢家｣に吸収される 資料 (ビデ

J(2)反対尋問 感じがする〇･男女は平等でなくてはいけない○ オ､模造紙)･学習カードJ(作戦タイム)J(3)反 駁3.判定を聞く4.論題に対する [否定派 ]･家族の一体感が弱まる〇･子どもによくない影響がでてくる〇･手続きなどで混乱するo(めんどうくさい)◇判定者は協議して判 資料を提示する○○ 判定者に感想を言定するo◇判定を聞く〇･いろいろな考え方がある わせる○○ 学習カードをもと

自分の考えをまとめるo んだな〇･よくわからなく.なってきた o にして発表させる〇〇 本時のディベート

(5)生徒の反応 (学習カー ドの記述から)

① ディベー ト後の自分の考え

【肯定派】

･オーストラリアやアメリカのように､選択式にすればいいと思う｡

･夫婦同姓は男女平等の原則に反するので別姓を認めたい｡

･一人っ子同士が結婚する場合､同姓だと片方の姓が親の代で消えてしまう｡その

ために結婚できないようなことがおこったら困る｡

【否定派】

･姓がちがうといろいろな面で問題が出てきてしまうので､賛成できない｡

･肯定派の意見に納得する部分もあったが､肯定派は､子どもよりも社会に出た場

合のことばかり主張していた｡もう少し子どものことも考えるべきだ｡
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② ディベ-トをやっての感想

監肯定派 ｡否定派讃

･ディベ- 卜は難 しいと思った｡

･時間がなくて残念｡もっとみんなも意見が言えるようにすればいい｡

｡どちらの意見も大切だなとつくづく思える話し合いだった｡また､他の話題でや

ってもいいと思った｡

【判定者】

･言葉が難 しくて分からない部分があった｡自分の意見をしっかり発表 していてよ

かったと思う｡ 社会的な面と感情的な面という,くいちがいがあった｡判定するの

が難しかった｡

｡質問は̀それぞれうまく考えていたけど､それに対 しての答えがあまりかみ合って

いなかった｡でも､よく考えてあっておもしろかったです｡

【進 行】

･初めてということもあってか､両方とも分かりにくい部分があったけど､主張す

るべき意見は-ッキリ述べられていて､なるほどと思うことがあった｡代表者と

一部の人だけで行っているような感じがした｡司会はうまく進められたかどうか

不安｡

なお､前述のように3学年公民的分野で､｢平成14年度予算｣について､政治学習の復

習と経済の単元 (国の歳入と歳出)の学習を兼ねて､主に12月から1月末の新聞記事を収

集 し､それを基に ｢政府は国債費の発行額を減らすべきだ｣を論題としてディベート学習

を2月に仕組んだ｡新聞のデータをもとにグラフ化したり､自分たちの論の説得力を高め

るために資料を収集したりしたが､内容が経済対策との絡みで複雑であり､資料も十分で

なかったので､やや盛り上がりに欠けたディベートになった｡

4.実践の感想と今後の課題

新聞への興味 ･関心を高めることは､社会科への興味 ･関心を高めることにつながる

と考え､まず､新聞に目を通す習慣をっけさせることから始めた｡そのために､NIE
コーナーを設置するとともに､社会科の授業のなかで意識的に新聞を活用したり､生徒

に記事を取り上げさせて発表させる場面をっくったりして､新聞にふれる機会を多くし

た｡今まであまり新聞を読まなかった生徒､見てもテレビ欄かスポーツ欄だけだった生

徒も少 しずつ新聞に目が向くようになってきている｡ また､新聞記事の内容について､

休み時間に話題にする場面もみられるようになった｡社会科への興味 ･関心だけでなく

新聞そのものへの関心も高まってきたように思う｡

課題としては､社会科学習では､進度 (その時の学習内容)と新 しい新聞記事がでる

タイミングがうまく合わないことが多いので､長期的に新聞をストックしたり､整理 し

たりして使いやすいようにしたい｡また､新聞をどのように活用するかということにつ

いては､まだまだ研究をしていかなければならないと考える｡特に道徳や総合的な学習

の時間での活用についてさらに研究 し､実践していきたい｡
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2001年 (平成13年) 10月4日 木曜日
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社会科の授業のはじめに当番制で生徒が発表 した新聞記事とその感想

1月8日 (火)信濃毎日新聞
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夫婦別姓問題の学習の導入として用いた記事

2001.8.5 (日) 朝日新聞
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女
と
も
に
賛
成
が

反
対
を
上
回
っ
た
｡

｢夫
婦
は
同
姓
を
名
乗
る

べ
き
だ
が
'
旧
姓
を
通
称
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
法
改
正

し
て
も
桝
わ
な
い
｣
と
い
う

人
は
全
体
で
23
%
｡

｢通
称

派
｣
を
合
わ
せ
る
と
､
結
婚

後
も
別
姓
を
名
乗
れ
る
よ
う

何
ら
か
の
法
改
正
に
封
成
す

る
人
は
65
%
に
の
ぼ
っ
た
｡

別
姓
に
す
る
と

｢家
族
の

一
体
感

(き
ず
な
)
が
弱
ま

る
｣
と
考
え
る
人
は
前
回
よ

り
5
譜
械
り
､
41
%
だ
っ

た
｡
52
%
は

r
影
轡
が
な

い
｣
と
答
え
た
.

1
方
､
夫
婦
別
姓
制
度
の

撃
人
に
賛
成
す
る
人
の
中
で

も
､
実
際
に
別
姓
を
希
望
す

る
人
は
少
数
派
で
18
%
に
と

ど
ま
っ
た
｡

子
供
へ
の
影
響
を
心
配
す

る
人
は
依
然
と
し
て
多
く
､

餌
%
が

｢別
姓
だ
と
子
供
に

好
ま
し
く
な
い
形
轡
が
あ

る
｣
と
替
え
た
｡

｢な
い
｣

と
い
う
人
は
26
%
だ
っ
た
｡

調
査
は
今
年
5
月
､
全
国

の
成
人
5
0
0
0
人
を
対
象

に
実
施
さ
れ
､
3
4
6
8
人

か
ら
回
答
を
得
た
｡
回
収
率

は
餌
･
4
%
だ
っ
た
｡

制
度
導
入
へ

追
い
風

選択的夫婦別姓制度についての回答

夫矧 ま同じ姓を名乗るべきで法改正の必要はない
結婚前の姓を通称として使うための法改正
はかまわない

別姓のために法改正してもかまわない

A

解
説
V
政
府
の
調
査
結

石

を
う
か
が
っ
て
い
る
法
務

具
は

､
法
改

正
の
機
が
熟
す
蚕

に
と
っ
て
追
い
風
と
な
り

そ
う
だ
｡

こ
の
制
度
を
め
ぐ
っ
て

は
､
法
制
番
読
会

(法
相
の

諮
問
概
関
)
の
検
討
を
経

て
､
政
府
が
96
年
'
同
制
度

の
導
入
を
柱
と
す
る
民
法
改

正
英
を
ま
と
め
た
が

､自
民

党
の
強
い
反
発
で
国
会
に
提

出
で
き
な
か
っ
た
経
緯
も
あ

る
｡
そ
の
後
も
､
議
員
立
法

に
よ
る
改
正
案
が
繰
り
返
し

提
出
さ
れ
て
い
る
が
､
ほ
と

ん
ど
帯
試
さ
れ
て
い
な
い
O

こ
う
著
状
態
の
中
､
法
務

省
内
で
は

｢帝
位
を
打
開
す

る
に
は
'
世
論
の
高
ま
り
以

外
に
説
得
材
料
が
な
い
｣
と

い
う
声
が
広
が
り
､
今
年
3

月
'
高
村
正
彦
法
相

(
当

拷
)
が
5
年
ぶ
り
の
世
輸
調

査
の
実
施
を
表
明
し
た
｡

今
回
の
朋
査
結
果
を
受

け
､
森
山
真
弓
法
相
は

｢5

年
前
に
比
べ
て
焚
成
者
が
か

な
り
増
え
､
世
の
中
の
動
き

を
示
し
て
い
る
｡

(法
改
正

に
つ
い
て
は
)
相
談
し
て
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
｣

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
｡

自
民
党
内
に
は
依
然
と
し

て
反
対
論
が
根
強
い
｡
し
か

し
､
民
主
､
共
産
､
社
民
な

ど
の
ほ
か
'
与
党
で
も
公
明

党
が

r選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
｣
を
支
持
｡
自
民
党
内
で

も
女
性
議
員
を
中
心
に
制
度

の
導
入
を
求
め
る
声
が
上
が

っ
て
お
り
､
今
後
､
法
改
正

に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
｡
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2002年度予算の学習で使用した記事

2001.12.25(火) 聞節R
l

中

(単位･百万円､lは減)
謡o欝姦 蛮菅生雪筋

【脆 入】
租 税 及 び 印 紙 収 入 46,816.00013.911●000
そ の 他 の 収 入 4.413,993 806.614
公 債 金 30,000,000 1,682.000

台 言十 81,229.993ll.422.386

◇膿 保 凱 句点菅 経責別内訳)
生 活 保 護 費 1,383,728 74,615
社 会 福 祉 費 1,721.755 27,345
社 会 保 険 責 14.158.379 508.291
保 健 衛 生 対 策 費 527.5551 4,712
失 業 対 策 費 488,067 58.307

計 18.279.484 663.846
◇文教及び料学三娠興責

萱務教志貴国窒 3･056･414 4l･145
国 立 学 校 特 別
会 言十へ の 繰 り入 れ
科 学 技 術 振 興 費
文 教 施 設 費
教 育 振 興 助 成 費
育 英 事 業 集

計

1.545,2811 27,449

1,177.392 64.975
151.4771 21.971
656.526 8.164
112.698A 12,308

6,699.788 52.556
◇国 債 費 16.671.2121 499.322
◇恩 給 関 係 費

文 官 等 恩 給 費 52.0411 4,871
旧半人遺族等恩給費 1,143.8971 74.063
恩 給 支 給 事 務 費

委棄馨遥竃芸
計

◇地 方 交 付税 交 付金
◇地 方 特 例 交 付 金
◇防 衛 関 係 費

◇公 共 事 業 関 係 費

治山治水対策事業費

適 路 盤 倫 事 業 貴

重管 掌響 葺

4,0231 139

72.7471 4.380

1.272,7081 83.453
16,107.987 186.840

903.588 1.770
4.955.999 699

7
4
9
7

7

6
7
9
6
8

7
2
5
1

5
1
3
0
3
3

2

11

1

1

4

7

8
7
3
8
8
9

1

1

5
2
1
9
0
2

-

1

1

1

1

6
1
3

7

2
2
2
0

8
6
3

5

6

1
0
0

1
1
1

1

1

1.271.080A 173.224 Al2.0
2.225.282A 280.679 111.2

588.5091 70,546 110.7

毎も撃 着筆 1･461･4991 84･905 15･5

完蓮華益妻壁憲醤
農業農村生瀬事業貴

重%水㌔着筆
調 整 費 等

小 計

災 害 復 旧等 事 業 貴

書十

◇経 済 協 力 費

◇中 小 企 業 対 策 費

◇エ ネ ル ギ ー 対 策 費

◇食料安定供給関係貴

◇雲轟選者及究
◇そ の 他 の 事 項 経 費

◇公 共 事 業 等 予 備 費

◇予 備 費

合 計

1.457,487 1 202,106

924.170 A 152.409

378,618 1 53.095

44.586 7,335
8.351.231 ll,009.629

72,674 0

8.4 23.905 ll.009,629
856.583 1 99.596

186.085 1 9.831

569,412 1 44.456
729.663 34,425

145,524 1 8,192

5,078.055 1 308,043

- A 300,000
350.000 0

81,229,993 Al .422.386

2

2

3

7

8

0
7

4

0

2

0

3

7

2

4

2

9

0

0

0

0

5

7

5

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0
7

0
1

1

-40-

≡

≡≡l≡≡≡≡
≡≡≡≡≡
≡≡≡≡
≡l≡≡≡
≡≡≡

2
0
0

2

年
度
予
算
の
政
府
案

税 収 入 46蒐8160慎円 (7.71'濃)

その他収入 4兆4140億円 (22･44
国 債 発 行 30兆円 (5.9%1

耶 7臓 岳折田

社会保障費18兆2795億円 (3.8%)
公共事業費8兆4239億円(10.7%渡)

文教･科学桝★6兆6998億円 (0.8%)
防 衛費4兆9560億円 (0.0%)
oDA 9106億円(10.3%･X)

乙irAa-* T8*6712ji打 (2.7i朱濃)
地方交付税交付全等17兆116億円 (1.1%)

(注)増減は2001年度当初比.億円未満は四捨五入




